
基本理念

芸術文化観光専門職大学との連携

圏域の将来像

但馬定住自立圏

圏域市町 圏域人口（R2国調）

豊岡市（中心市）、養父市、朝来市、香美町、新温泉町 ［３市２町］

157,989人

圏域面積
2,133.36㎢

小児救急医療電話相談事業但馬こうのとり周産期医療センターの整備

主な取組

医師修学資金貸与事業・医師確保対策就業支度金貸与事業

ドクターカー運行事業

協定締結日：平成24年7月3日
協定締結日：平成25年7月1日（新温泉町追加）

「交流と共生」の理念を今後の但馬の活性化の基礎とし、圏域に
訪れる人々とともに圏域住民が安らぎや共に生きる喜びを分かち合
い、生き生きと暮らせる活力あふれる但馬づくりを目指す。

但馬全体のハイリスク患者に対応するため、但馬
こうのとり周産期医療センターを整備した。整備後
は医師確保対策や魅力アップ事業等のソフト事業に
積極的に取り組む。また、南但馬の分娩体制を維持
するため、公立八鹿病院と公立豊岡病院との周産期
医療ネットワークの構築に向けた検討を行う。

公立豊岡病院組合で勤務する医師の養成と確
保を目的に、医学生に対し修学資金を貸与し、
一定期間組合立病院で勤務することにより、修
学資金の返還を免除する制度を平成16年度から
実施している。
また、新たに赴任する医師へ就業支度金を貸

与している。

ドクターヘリの補完として平成22年12月に導
入。ドクターヘリとの並行運行により、早期医
療介入が可能となり、社会復帰率向上に大いに
貢献している。
平成29年5月から24時間運行とした。

但馬地域を対象とする小児患者の電話相談に対応するため、小児
科医師によるバックアップ体制のもと、看護師が小児救急患者家族
からの子どもの急病者疾病に関する電話相談を受け、受診の必要性
や応急処置をアドバイスするとともに、症状に応じた適切な医療機
関の紹介を行う。

芸術文化観光専門職大学との連携により、但馬地域の若年層の転
出抑制をはじめ、地域産業を担う高度な専門的職業人材の育成や地
元企業に就職する若者を増やすなど地方創生の観点からも大きな効
果が期待される。
また、臨地実習を積極的に受入れ、新たな価値の創造や地域への

定着を図るとともに、学生が地域に溶け込み様々な取組みを実践し、
活躍できるよう支援する。

芸術文化観光専門職大学の概要

所 在 地 豊岡市山王町７‒52
開 学 令和３年４月
学部学科 芸術文化・観光学部

芸術文化・観光学科
定 員 入学定員80人、収容定員320人

１ 自然とともに暮らせる圏域づくり
２ 安心・安全に暮らせる圏域づくり
３ 賑わいと交流の圏域づくり


